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歯周病 における歯周組織破壊の メインプロセ スは、プ ラー クによる炎症性破壊であ るが、重度の歯

周 炎では咬合性外傷 が重要な役割 を果 た してい るのではないか と考 えられ る。歯周病 患者 にプラー ク

コン トロールを十分 に行わせ 、歯周外科 を行 った としても、それで全ての問題が解決するわけではな

く、咬合性外傷 が重要 な役割 を している と思われ る症例 に数多 く遭遇 する。 しか し現在 の歯周病学の

分野 では、国内、国外 とも炎症性破壊 に関す る研 究が主流 を占め、咬合性外傷に関す る研究は きわめ

て少ないのが現状で ある。 そ こで本 シンポ ジウムでは、歯周病による歯周組織破壊 に咬合性 外傷が与

える影響、役割 について当教室 での一連の研 究を含 めて考 えてみたい。 また、咬合性外傷 を引 き起 こ

す原因 として注 日されているBruxismに つ いても討論 したい と考 えている。

1.歯 周組織破壊の メカニズムについて

歯 周組 織に咬合性外 傷が生 じる成 因は、歯 に加 わる外 力 (咬 合力) と、それ に対す る歯周組織 の適

応 力の2つ に分 けて考 えられ る。1970～80年 代 には、炎症 と合併 した場 合で も咬合性外傷はア タッチ

メン トロスは生 じない とする説 をPolsonら が発表 し、歯槽骨支持 の減少 した歯 に揺 さぶ り力が加 わっ

た時にはアタ ッチ メン トロスを起 こす とす るLindheら と論争 になったが、十分な結論が得 られ ないま

ま今 日に至 った経緯 がある。

当教室 では これ まで、炎症 と咬合性外傷 との合併 による歯周組織破壊の メカニズ ムの解明 を 日的 と

して、多 くの動物 実験 を行 ってきた。 (1) 本 間はサル に ソフ トダイエ ッ トを与 え、 臼歯部 に不適合 クラ

ウンを装 着 した。 しか し誘発 され た炎症 の程度 は軽度 で、強 い咬合性外傷 を与 えて もア タ ッチ メン ト

ロスを認 めなかった。 (2) 浅野 は、サルの 臼歯歯頚部 に綿糸結紮 を行 って強い炎症 を起 こす とともに、

水 平 と垂直方向の二種類 の強 い外傷 を与 えた結果、ア タ ッチ メン トロスを伴 う高度の歯周組 織破壊 が

生 じ、骨縁 下ポケ ッ トが形成 され るこ とを観察 した。 (3) 畢 らは、炎症 と外傷の程度の差が結果の違 い

を生 じる理 由である と考 え、炎症 と外傷の程度 を変 えて同様の実験 を行 った。 その結果、炎症 と外傷

が合併 ししかもその両者が強い ほ ど、歯槽骨の吸収 とア タ ソチ メン トロスは増加 し、残 存す る歯 間水

平線維層 の幅は減少 した。歯間水平線維が強い炎症に よ り破壊 され減 少す ると、外傷 力に よって さら

に線維 の断裂や血管の圧迫出血が生 じ、炎症性 細胞が浸潤 しやす くな り、ア タッチメン トロスが進行

す るの ではないか と考え られた。 (4) 一方、岡は実験的歯周 炎に咬合性 外傷が加 わる ことで歯周 ポケ ッ

トの細菌叢が変化す るか ど うか をサルを用いて調 べ、外 傷が加 わ らない場合 と比べ て細菌学的 には大

きな差がない ことを報告 した。炎症 に外傷が加 わった時 に高度な歯周組織破壊 を起 こ した原因 として、

ポケ ッ ト内の細菌叢の差 よりも、咬合性外傷 が大 きな影響 を与 えた と考え られた。

我々は咬合性外傷 による組織破壊 のメカニズムを解 明す るため、さらに多角的に研 究を進 めている。

本 シンポ ジウムでは垂直性骨 吸収 との関係や 、咬合性外傷 が加 わった部位 での破骨細胞/破 歯細胞の

動態な ど我 々の最新の知見を報告 したい。

2.Bruxismに よる歯周組織破壊 について

Bruxismの 発生のメカニズ ムは未だ科学的 に十分解明 され てお らず、従来の臨床 的診査や、問診 によ

る自覚 症状の有無では適切な診 断は困難 である。池 田 らは患者 の口腔内 にオ クルーザルスプ リン トを

装着 させ 、その摩耗程 度か ら診断す る方法を報告 して いる。 大森 らは この方法 を応 用 して、Bruxism

習癖 のあ る患者 においては統計 的にみ て根分岐部病変が よ り悪 化す ることを報告 した。 当教室では、

スプ リン トによる診断法に加 えて、筋電計 (患 者 が自宅 に持 ち帰 り夜 間のBruxismを 記録す る装置) 

を用いる ことに よ り、Bruxismを よ り多角的 に診断 し、Bruxismと 歯周病 との関連 を明 らかに して歯周

病 患者 の治療方針 に組み込む ことを 日指 してお り、これ らについても述べてみたい。
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